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地方独立行政法人山梨県立病院機構 第２回理事会 議事録 

 

１ 日 時 令和３年９月２８日（火）午後４時００分～午後４時４０分 

２ 場 所 Web会議 

３ 出席者 理事長 小俣政男 

理 事 中込博、宮田量治、内藤正浩 

監 事 柴山聡、山本薫 

（欠席者 なし） 

（出席者 理事長・理事 計４名。今理事会は定足数を満たし成立した。） 

４ 会議次第 

（１）理事長あいさつ 

（２）議 事 

 

規程改正について 

 

○議 長 

初めに、規程改正について説明願います。 

○事務局 

―規程改正について説明― 

資料１勤務時間、休日及び休暇等に関する規程 

４月の人事異動を踏まえた年度単位での取得計画を立てやすくし、年次有

給休暇の取得を促進するため、これまで１月１日に付与していた正規職員の

年休について、令和４年度から４月１日（年度単位での付与）に変更するこ

とを内容として、「地方独立行政法人山梨県立病院機構勤務時間、休日及び休

暇等に関する規程」の一部改正を行う。 

施行期日は令和４年１月１日からとする。 

 

〇山本監事 

職員の皆さんは、どの程度年休を取得しているのか。２０１９年４月から年

５日の年休取得が義務となっているので、年休を５日取得する職員が１００％

となるよう望む。 

〇事務局   

      年休取得日数については、平均で９日となっている。年休５日以上を取得で

きている者は約９０％であり、１００％となるよう取得促進を働き掛けていく。 

 

〇議 長  

その他、何かありますか。よろしければ、承認ということでよろしいか。 

 



２ 

採決の結果、理事等から異議がなく、原案のとおり可決された。 

 

令和４年度予算編成要領（案） 

 

○議 長 

      次に、令和４度予算編成要領（案）について説明願います。 

〇事務局 

―令和４年度予算編成要領（案）について説明― 

資料２により、令和４年度の予算編成に係る基本的事項、収入、支出、経常

利益を適切に反映させること等について説明を行った。 

 

採決の結果、理事等から異議がなく、原案のとおり可決された。 

 

 

（３）報 告 

 

評価委員会による業務実績評価 

 

○議 長 

次に、業務実績評価について説明願います。 

○事務局 

―令和２年度業務実績評価ついての説明― 

資料３により、令和２年度の業務実績評価についての説明を行った。 

全体評価の総評は、「令和２年度における中期計画の実施状況は優れている」

と評価された。 

項目別評価は、昨年度と比較して「特に優れている（Ｓ）」が４項目増、「優

れている（Ａ）」が３項目減、「順調である（Ｂ）」が１項目減となった。項目

全体では、４０項目中Ｓが１７項目、Ａが１８項目、Ｂが５項目となり、非

常に良い評価を頂いている。 

 

中央病院及び北病院の稼働状況 

 

○議 長 

      次に、各病院の稼働状況について説明願います。 

〇中込理事 

―資料４中央病院稼働額等の説明― 

入院外来稼働額は、８月に１９.４３億円と、これまでの最高額を計上した。 

平均在院日数は今年度に入り１１.４日であり、クリニカルパスを活用して



３ 

入院日数の減少を図った成果が出ている。 

新規入院患者数はコロナの影響にあった昨年に比較して増加し、コロナ前と

比較しても高い水準となっている。 

１日あたりの平均単価は、入院・外来とも右肩上がりに増加している。 

○宮田理事 

―資料４北病院稼働額等の説明― 

今年度の稼働額は増加している。外来収益が低下しているが、これは、院

内処方から院内処方への切り替え及び医薬品のジェネリック化によるもの。 

平均在院日数は、６０.２日でとなり年々低下している。精神病床の平均在

院日数が約２５０日であることと比較すると非常に短期間となっている。 

新規入院患者数は、コロナの影響で少なかった昨年度と比較して伸びてお

り、コロナ前の水準に戻している。 

１日あたりの平均単価は、入院単価が右肩上がりに増加している。 

 

○柴山監事 

平均在院日数は６０日程度ということであったが、長く入院させるべきか、

短く入院させるべきかというような、精神科における入院日数の考え方につい

てお伺いしたい。 

〇宮田理事 

北病院は精神科救急医療を中心的に担う高規格の精神科専門病棟であり、年

間の入院患者の６０％以上を３ヶ月以内に自宅退院とすることが施設の要件

になっている。 

一方、精神科療養病棟の中には、入院期間が長いほうが、本人及びご家族に

とって安心だろうと考えて運営されているところもある。 

入院日数の長短は、病院の運営方針の違いによると言うことができる。 

最近では、入院日数よりも、退院した後どの程度自宅で過ごしているかの指

標として、平均在地域日数で考えるようになっている。 

 

その他） 

 

○司 会 

最後に、次回理事会の日程について、お諮りしたい。 

令和３年１１月３０日火曜日の１６時からweb会議でよろしいか。 

以上をもって、令和3年度第2回理事会を終了とする。 


